
詳
細
記
事
は
2，
3
ペ
ー
ジ

喜
び
と
感
謝
を
胸
に新
た
な
門
出

（
１
月
６
日
　
平
成
30
年
成
人
式
　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
）

平
成
30
年
2
月
号
　
N
o
.9
5

今
月
の
み
ど
こ
ろ

・
成
人
式

・
�徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
！

【
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
】

・
�増
穂
ふ
る
さ
と
自
然
塾
プ
ロ
グ
ラ

ム
情
報



平成30年成人式
〜それぞれの誓いを胸に

踏み出した一歩〜
　

1
月
6
日
（
土
）、
ま
す
ほ
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
平
成
30
年
成
人
式

が
開
催
さ
れ
、
平
成
9
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
1
7
2
人
が
晴
れ
て
大

人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
振
り
袖
や
紋
付
き
は
か

ま
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

た
ち
が
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
や

恩
師
ら
と
写
真
を
撮
っ
た
り
、
昔
を

振
り
返
っ
た
り
し
な
が
ら
再
会
を
喜

ぶ
様
子
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
長
が
「
生
き
が
い

や
目
標
を
探
し
求
め
、
そ
の
実
現
に

向
か
っ
て
努
力
し
、
失
敗
や
挫
折
を

乗
り
越
え
な
が
ら
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と

式
辞
を
述
べ
、
来
賓
か
ら
も
お
祝
い

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
大

沢
華
さ
ん
（
五
開
）
と
小
河
内
康
弘

さ
ん（
青
柳
町
）が「
こ
の
町
で
育
っ

た
と
い
う
誇
り
を
胸
に
、
今
後
の
人

生
も
ま
っ
す
ぐ
生
き
て
い
く
こ
と
を

約
束
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
後
に
は
、
お
笑
い
芸

人
の
い
し
い
そ
う
た
ろ
う
さ
ん
の
記

念
講
演
も
行
わ
れ
、
会
場
は
歓
声
と

笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1
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平成 30年成人式実行委員の皆さん富士川CATV（11CH）で成人式の模様を放送します。ぜひご覧ください。
1月 29日（月）〜 2月 4日（日）　①午前 9時　②午後 2時　③午後 7時

佐野大輔さん（鰍沢中）

池田新さん（長澤）

秋山五津喜さん（天神中條）

田中悠太さん（長澤）

山形萌華さん（𣇃米） 知念サユリさん（最勝寺）
佐藤加奈さん（最勝寺）　荏本真友さん（長澤）

深澤夏海さん（青柳町）

新成人
インタビュー
成人を迎えての
抱負を聞きました！
（　）内は、出身地区

（3）平成 30. 2 月号　No.95



ふ
じ
か
わ
文
芸

　1月6日（土）に行われた成人式において、実行委員長を務め
た大沢華さんにお話を伺いました。

■現在はどんなことをしていますか？
　県内の大学で語学の勉強をしています。勉強以外では、大学の
学食の運営に携わっています。民間の飲食店と協力して、メニュー
を考えたり、運営を通じて経営を学んでいます。

■二十歳になって思うことは？
　社会の一員であることを自覚して、責任ある行動をとっていかな
ければならないと思っています。

■町の好きなところは？
　住んでいる人たちがみんな温かいところです。自然が豊かで景色
がきれいなところも好きですね。

■両親に向けてひとこと
　幼い頃にこの地域に移り住み、大自然の中で貴重な経験をたくさ
んさせてもらいました。今こうして成人式を迎えることができるの
は一番近くで支えてくれた両親のおかげだと感謝しています。

【
短　

歌
】

狐
火
の
よ
う
に
野
道
を
来
る
灯
り
女
子
高
生
が
会
釈
し
て
い
く

	

青
柳　

順
子

今
日
ひ
と
日
消
し
ゆ
く
如
し
赤
あ
か
と
櫛
形
山
の
空
が
も
え
い
る

	

堀
内　

久
子

夫
逝
き
て
一
周
忌
過
ぐ
秋
風
の
吹
く
夜
は
か
た
え
に
そ
の
影
を
追
う

	

堀
内　

竹
子

【
俳　

句
】

す
ず
な
り
の
柿
を
眺
め
つ
三
回
忌	

遠
藤　

喜
子

日
の
あ
た
る
壁
に
動
く
や
冬
の
蠅	

樋
口　

易
子

街
の
灯
の
に
は
か
に
増
ゆ
る
寒
さ
か
な	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

裾
捌
き
慣
れ
ぬ
初
春
の
風
を
連
れ	

藤
巻　

朱
實

家
族
を
も
泣
か
せ
た
酒
に
惚
れ
ら
れ
る	

松
土
タ
カ
エ

一
言
が
心
に
咲
か
す
花
の
種	

望
月　

双
葉

〜一番近くで支えてくれた
両親に感謝〜

大沢　　華さん（五開）

▲式典で誓いの言葉を述べる大沢さん
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徘徊ＳＯＳネットワーク事業が
始まりました！

行方不明となった高齢者などを早期に発見するため

徘徊ＳＯＳネットワーク事業が
始まりました！

　町では、認知症などにより徘徊のおそれのある高齢者などの情報を事前に登録し、行方不明になった際、協力機
関に情報を発信することにより、行方不明者を早期に発見・保護するための徘徊SOSネットワーク事業を開始し
ました。

①行方不明者の連絡・届出

④発見

②情報提供

③報告

②協力依頼

③捜索

③捜索

◆事前登録をしてください
　ご家族に徘徊のおそれのある高齢者などがいる場合は、
名前や特徴などの情報を事前に徘徊SOSネットワーク事
業に登録することにより、行方不明になった際、関係機関
への情報発信が速やかに開始され、早期発見につながりま
す。まずは、地域包括支援センターにご相談ください。

《対象となる方》
　・認知症などにより徘徊する可能性がある方
　・精神障害者保健福祉手帳または療育手帳をお持ちの方
　・その他対象となる方については、相談に応じます。

　※�事前登録されていない方が行方不明になった場合につ
いても、徘徊SOSネットワーク事業を利用すること
ができますが、事前登録をお勧めします。

●お問い合わせ
　地域包括支援センター（福祉保健課内）　☎22－4615

①�家族が鰍沢警察署に連絡し、行方不明になった
ときの状況を伝えます。
②�鰍沢警察署が役場、SOSネットワーク協力機関
に連絡し、行方不明者の情報を共有します。
③�役場、SOSネットワーク協力機関からの情報提
供を受けながら行方不明者を捜索します。
④�行方不明者を発見・保護した場合、鰍沢警察署
から役場、SOSネットワーク協力機関に連絡が
入り、捜索終了となります。

鰍沢警察署

役　 場・峡南消防本部
・タクシー会社
・郵便局
・猟友会

・町内介護・障害サービス事業所
・民生委員児童委員
・増穂商業高校
・地域見守り協定協力事業所
・デマンドバス・コミュニティバス
・町内小中学校
・消防団（予定）

おじいちゃんが
いない…

徘徊ＳＯＳネットワークの仕組み
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　今月号では、「リニア中央新幹線の騒音及び日照に係
る防音防災フードの設置要請に関する住民意向調査」
についてお知らせします。

【次回は、「リニア事業に関するQ＆Aについて」を掲載します。】

なぜ住民意向調査なのか？
　JR東海は、今後、環境対策工を含めたリニア構造物の具体的な設計に入っていくことになりますが、環境対策工
の配置（防音防災フード、または防音壁）については、沿線自治体と協議して決定していくこととしています。
　そこで町では、最も影響を受けるリニア軌道から左右400m範囲の皆さんの意向を尊重させていただき、その意
向をもとにJR東海へ要請するため、「防音防災フードの設置に関する意向調査」を行うことにしました。
　なお、意向調査の調査票は、2月上旬に該当する方へ郵送します。

◇意向対象の区割りについて
　リニアが通過する区域を、次の範囲で区割りし、3つのブロックとします。
　　 区割り 区　　　間 該当行政区

第 1ブロック 県道平林青柳線以南
最勝寺区の一部
天神中條区の一部
大久保区の一部

第 2ブロック 1級河川旧利根川右岸から
県道平林青柳線まで

天神中條区の一部
長澤区の一部
大久保区の一部

第 3ブロック 1級河川旧利根川左岸の
対象区域

小林区の一部
𣇃米区の一部
長澤区の一部

◇調査票の回答について
　１�　防音防災フードの設置について、「設置を希望す
る」「設置を希望しない」の選択肢があります。

　　　どちらか一つに「○」を記入します。
　２�　結果は、ブロックごとに集計し、JR東海へ要請
します。

◇集計作業を公開します
　回答用紙の開封および集計作業を、次のとおり公開
で行います。

期日　3月21日（水祝）
時間　午前9時開始
場所　町民会館　ホール

◇調査対象者
　リニア軌道の都市計画区域内の満18歳以上で、次
のいずれかの条件を満たす方

①軌道中心より左右400m以内に居住する方
②�軌道中心より左右400m以内にある法人登録事業所
の代表の方
③軌道中心より左右100m以内に土地を有する方
※�　環境影響評価書において日陰影響の予測値の最大
の範囲内であることを鑑み100m以内としています。
※�　土地の納税義務者を対象とし、住民登録の有無は
関係していません。

●お問い合わせ　
　財務課　リニア対策室　☎22－7201

《その４》

シリーズ

回答用紙の提出期限　3月19日（月）必着
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騒
音
や
振
動
に
関
す
る
規
制
と
し

て
、
騒
音
規
制
法
に
よ
る
規
制
が
あ

り
ま
す
。

　
県
で
は
、騒
音
規
制
法
に
基
づ
き
、

騒
音
な
ど
を
規
制
す
る
地
域
を
設
け

て
、
工
場
や
事
業
所
な
ど
か
ら
発
生

す
る
騒
音
な
ど
の
規
制
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
規
制
地
域
は
、
住
民
の

環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域

と
し
て
県
知
事
が
指
定
す
る
も
の
で

す
。

　
今
回
、
県
で
は
「
特
定
工
場
に
お

け
る
騒
音
の
規
制
基
準
」
の
第
2
種

区
域
と
し
て
下
図
の
と
お
り
、
町
の

3
か
所
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
6
月

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
高
架
橋
に

関
す
る
沿
線
住
民
意
見
交
換
会
開
催

平
成
29
年
7
月

・
町
環
境
審
議
会
開
催

・
町
長
に
答
申
書
の
提
出

平
成
29
年
9
月

　
住
民
か
ら
の
意
見
と
環
境
審
議
会

か
ら
の
答
申
を
受
け
、
県
森
林
環
境

部
大
気
水
質
保
全
課
に
町
の
意
見
を

提
出

平
成
29
年
12
月

　
県
告
示
に
よ
り
、
町
の
騒
音
の
規

制
地
域
お
よ
び
振
動
の
規
制
地
域
を

指
定
（
平
成
30
年
4
月
施
行
）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
お
け
る

騒
音
の
地
域
区
域
が
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　
県
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
事
業
に
伴
い
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
騒
音
か
ら
生
活
環
境
を
保
全
す
る
地
域
と
し

て
、
リ
ニ
ア
軌
道
中
心
線
よ
り
左
右
4
0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
環
境
基
本
法
に
基
づ
く
、
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る

環
境
基
準
の
類
型
の
当
て
は
め
を
す
る
地
域
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
県
に
お
い
て
、
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
「
特
定
工
場
等
に
お
け
る
騒
音
の
規
制
基
準
」
の
規
制
地
域
を
基
本

と
し
て
類
型
の
当
て
は
め
を
行
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
類
型
の
当
て
は
め
の
前
段
階
と
し
て
、
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
規
制
地
域
の
見
直
し

を
行
い
、
こ
の
ほ
ど
新
た
に
規
制
地
域
を
指
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特定工場等における騒音の規制基準（参考資料）
（単位：デシベル）

区域の区分 昼間 朝・夕 夜間
第 1種区域 50 45 40
第 2種区域 55 50 45
第 3種区域 65 60 50
第 4種区域 70 65 60

〈区域区分〉
第 1種区域：特に静穏の保持を必要とする区域
第 2種区域：静穏の保持を必要とする区域
第 3種区域：騒音の発生を防止する区域
第 4種区域：著しい騒音の発生を防止する区域

※左図は、県が告示した騒音規制地域図を基
に町が作成したものです。なお、告示された
図面は、県森林環境部大気水質保全課、峡南
林務環境事務所、役場町民生活課生活環境担
当窓口でご覧いただけます。

新たな騒音規制地域図

①〜③の地域が新たに
第2種区域として指定されました。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

騒
音
規
制
法
に
よ
る

規
制
地
域
と
は

こ
れ
ま
で
の
経
過

（7）平成 30. 2 月号　No.95



2
月
2
日（
金
）〜
3
月
15
日（
木
）

町
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

申
告

▽
税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
書
」
が

送
付
さ
れ
た
方

▽
土
地
・
建
物
の
譲
渡
や
交
換
を
さ

れ
た
方
（
土
地
収
用
事
業
を
含
む
）

【
給
与
所
得
者
の
方
】

▽
給
与
の
収
入
金
額
が
2
，0

 
0
 0 

万
円
を
超
え
る
方

▽
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

▽
給
与
の
支
払
い
を
2
か
所
以
上
か

ら
受
け
て
い
る
方

▽
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

【
事
業
所
得
、不
動
産
所
得
者
な
ど
の

方
】

▽
1
年
間
の
合
計
所
得
金
額
が
所
得

控
除
額
の
合
計
を
超
え
る
方

【
そ
の
ほ
か
確
定
申
告
が
必
要
に
な

る
方
】

▽
10
万
円
を
超
え
る
医
療
費
を
支

払
っ
た
方
（
一
部
の
方
を
除
く
）

▽
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
を

し
て
い
な
い
方

▽
災
害
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
方

（
税
務
署
で
の
申
告
と
な
り
ま
す
。）

▽
生
命
保
険
の
満
期
保
険
金
な
ど
を

受
け
取
っ
た
方

▽
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
（
事
前

に
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た
方
を
除
く
）

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
、
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
で

す
。

※
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
申
告
書
」
の
提
出
は
必
要
で

す
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
で
も
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
方
は
、
還
付
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
申
告
が
必
要
な
方

▽
町
か
ら
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
が
送
付
さ

れ
た
方

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方▽
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
病
気
、
失

業
、
学
生
な
ど
で
、
昨
年
中
に
所
得

が
な
か
っ
た
方

▽
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非

課
税
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
方

◆
申
告
に
関
す
る
お
願
い

◇
申
告
者
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
番
号
確
認
と
身
元
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド
＋
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
期
間
中
に
提
出
で
き
な
い
場
合

は
、
3
月
15
日
（
木
）
ま
で
（
土
日

祝
日
は
除
く
）
に
受
付
場
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
所
得
税
確
定
申
告
の
受
付
期
間
中

（
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
）は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

集
中
受
付
期
間
中
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
分
か
ら
医
療
費
の
領
収
書
を
集

計
し
た
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
の
み
と
な
り
、
領
収
書
の
提

出
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

町
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

申
告

受
付
期
間

2
月
2
日（
金
）〜
3
月
15
日（
木
）

※
土
日
祝
日
は
除
く

　
平
成
30
年
1
月
1
日
現
在
、
町
に
住
所
を
有
す
る
方
は
、
前
年
中
（
平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の

所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
町
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
算
定
や
扶
養
家
族
の
確
認
、
ま
た
各
種
証
明
書
交
付
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
収
入
が
な
か
っ
た
方
も
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。2

月
2
日（
金
）〜
8
日（
木
）

※
土
日
は
除
く

◇
受
付
時
間

　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
5
時
15
分

◇
受
付
場
所

　
・
本
庁
舎
1
階　
税
務
課

　
・�

教
育
文
化
会
館　
鰍
沢
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
こ
の
期
間
は
、
所
得
税
確
定
申

告
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

集
中
受
付
期
間

集
中
受
付
期
間

次
の
事
項
に
あ
て
は
ま
る
方
は

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
す

◆
確
定
申
告
が
必
要
で
な
い

公
的
年
金
所
得
者

マイナンバーカード
（または通知カード）
を忘れずに！
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2 月 16日（金）〜 3月 15日（木）　※土日は除く

所得税確定申告の相談受付
2 月 16日（金）〜 3月 15日（木）　※土日は除く

対象地区 受　　付　　日 場　　所 受付時間

最勝寺 2月 20日㈫　終日 3月   1 日㈭　午後

役場本庁舎
南別館

【午前】
　9時〜 11時

【午後】
　1時 15分〜 4時

【終日】
　午前 9時〜 11時
　午後1時 15分〜 4時

天神中條 2月 19日㈪　終日 3月   5 日㈪　午後

大久保、平林 2月 26日㈪　終日 3月   7 日㈬　午前

𣇃米 2月 28日㈬　午前 3月   9 日㈮　終日

小林 2月 16日㈮　終日 3月   5 日㈪　午前

長澤 2月 27日㈫　終日 3月 12日㈪　午前

大椚、穂積 2月 21日㈬　午前 3月   6 日㈫　終日

青柳町 1・2丁目 2月 23日㈮　終日 3月   8 日㈭　午後

青柳町 3〜 5丁目 2月 22日㈭　午後 3月   2 日㈮　終日

鰍沢北・鰍沢中・中部 2月 21日㈬　午後 3月   1 日㈭　午前
教育文化会館

2階鰍沢南・五開 2月 22日㈭　午前 2月 28日㈬　午後

鰍沢全地区 3月   7 日㈬　午後 3月   8 日㈭　午前

町内全地区 3月 12日㈪　午後
13日㈫・14日㈬・15日㈭　終日

役場本庁舎
南別館

《お願い》
◆�役場に所得税確定申告書を提出する際には、申告者のマイナンバーカードまたは通知カード＋身分証明書（運転
免許証など）の提示が必要となります。
◆混雑を避けるため、できる限り地区別受付日に申告書の提出をお願いします。
◆期間中は窓口が大変混雑します。必要書類が不明な場合は、あらかじめお問い合わせください。
◆申告相談でお待ちいただく時間をできるだけ短くするために、証明書などは事前にご準備ください。
◆収支内訳書や医療費控除の明細書が必要になる方は、事前に作成してお持ちください。

【鰍沢税務署での申告となるもの】
・青色申告
・自営業、農業、不動産業所得の申告で、初めての方
・譲渡所得（土地・建物・株式）に関する申告
・株式（配当・譲渡）に関する申告
・住宅取得控除を初めて申告される方
・繰越損失がある場合の申告
・生命保険満期金の申告
・平成29年分以外（過年度）の申告
・相続税・贈与税・消費税の申告
・雑損控除、先物取引や投資信託に関する申告

※申告内容が複雑な場合は、鰍沢税務署での申告をお願いする場合もあります。ご了承ください。
●お問い合わせ
　【所得税】鰍沢税務署　☎22−3191（自動音声でご案内します）
　【町・県民税】税務課　住民税担当　☎22−7205
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○
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長

　
定
例
表
彰

　
副
分
団
長　
一
木
昌
宏
（
7
）

　
分
団
長　
　
伊
藤
正
史
（
8
）

　
副
分
団
長　
野
中
昭
彦
（
8
）

○
峡
南
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

　
消
防
長
表
彰

　
分
団
長　
　
栁
澤
明
仁
（
7
）

　
分
団
長　
　
伊
藤
正
史
（
8
）

○
山
梨
県
消
防
協
会
峡
南
支
部

　
定
例
表
彰

　
分
団
長　
　
秋
山
和
司
（
1
）

　
副
分
団　
　
井
上
宏
樹
（
1
）

　
分
団
長　
　
樋
口
正
紀
（
2
）

　
副
分
団
長　
清
水
直
樹
（
2
）

　
副
分
団
長　
入
倉　
司
（
3
）

　
副
分
団
長　
笹
本　
聖
（
4
）

　
副
分
団
長　
望
月　
謙
（
6
）

　
副
分
団
長　
一
木
昌
宏
（
7
）

　
部　
長　
　
依
田
文
哉
（
8
）

○
永
年
勤
続
20
年
表
彰

　
班　
長　
　
中
込
智
博
（
5
）

　
団　
員　
　
遠
藤　
昭
（
7
）

　
班　
長　
　
丸
山
正
紀
（
7
）

　
分
団
長　
　
伊
藤
正
史
（
8
）

　
部　
長　
　
依
田
文
哉
（
8
）

　
団　
員　
　
保
坂　
隆
（
8
）

○
永
年
勤
続
15
年
表
彰

　
班　
長　
　
大
森
甲
子
（
4
）

　
班　
長　
　
井
上
大
輔
（
6
）

　
班　
長　
　
井
上　
仁
（
6
）

　
団　
員　
　
髙
橋
与
樹
（
7
）

　
団　
員　
　
芦
澤
恵
太
（
7
）

　
団　
員　
　
髙
野
真
一
（
7
）

　
団　
員　
　
芦
澤
稔
也
（
7
）

　
団　
員　
　
佐
藤
幸
弘
（
7
）

　
団　
員　
　
丸
山
猛
士
（
8
）

　
部　
長　
　
保
坂　
学
（
8
）

○
町
長
表
彰

　
部　
長　
　
神
田
和
久
（
1
）

　
部　
長　
　
秋
山
達
哉
（
3
）

　
団　
員　
　
樋
口　
建
（
4
）

　
団　
員　
　
手
塚
康
太
（
5
）

　
部　
長　
　
中
込
正
行
（
7
）

　
班　
長　
　
石
川
智
康
（
7
）

　
団　
員　
　
依
田
克
彦
（
8
）

（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
分
団
・
敬
称
略
）

○
山
梨
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
甲
種
功
労
章

　
分
団
長　
　
栁
澤
明
仁
（
7
）

○
山
梨
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
乙
種
功
労
章

　
分
団
長　
　
秋
山
和
司
（
1
）

　
分
団
長　
　
樋
口
正
紀
（
2
）

　
副
分
団
長　
入
倉　
司
（
3
）

　
分
団
長　
　
深
澤
公
一
郎
（
4
）

　
副
分
団
長　
笹
本　
聖
（
4
）

　
部　
長　
　
秋
山
和
仁
（
5
）

　
分
団
長　
　
山
田
昌
志
（
6
）

　
副
分
団
長　
一
木
昌
宏
（
7
）

　
部　
長　
　
依
田
文
哉
（
8
）

平
成
30
年
消
防
団
出
初
式

　
1
月
7
日
（
日
）、
消
防
団
出
初
式
が
利
根
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
お
い
て
、
2
7
9
名
の
団
員
が
参
加
し
、
厳
粛

か
つ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
団
長
訓
示
、
町
長
告
辞
が
行
わ
れ
た
後
、
長
年
消
防
団
活
動
に
従
事
し
た
団
員
に
対
し
、
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
町
指
定
無
形
文
化
財
の
は
し
ご
乗
り
や
第
2
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
、
第
5
分
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン

プ
操
法
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
拍
手
や
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
4
月
に
設
置
さ
れ
た
女
性
消
防
団
員
が
式
典
の
司
会
進
行
や
被
表
彰
者
の
読
み
上
げ
な
ど
を
担
当
し
ま

し
た
。

感
謝
状
・
表
彰
授
与
者

▲表彰を受ける栁澤明仁分団長
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女性消防団員も募集中 !!

○
団
長
表
彰

　
団　
員　
　
杉
田
孝
輔
（
1
）

　
団　
員　
　
石
川
耕
平
（
1
）

　
団　
員　
　
芦
澤
洋
平
（
1
）

　
団　
員　
　
大
久
保
喬
（
2
）

　
団　
員　
　
石
部
大
雅
（
2
）

　
団　
員　
　
折
居
恭
平
（
3
）

　
団　
員　
　
金
丸
哲
也
（
4
）

　
団　
員　
　
佐
藤　
充
（
4
）

　
団　
員　
　
手
塚
裕
也
（
5
）

　
団　
員　
　
深
澤
秀
知
（
7
）

　
団　
員　
　
井
上
茂
樹
（
7
）

　
班　
長　
　
笹
本
貴
王
（
8
）

　
班　
長　
　
樋
口
将
太
（
9
）

○
鰍
沢
警
察
署
長
及
び

　
防
犯
協
会
支
部
長
感
謝
状

　
分
団
長　
　
秋
山
和
司
（
1
）

　
分
団
長　
　
樋
口
正
紀
（
2
）

　
分
団
長　
　
金
丸
正
樹
（
3
）

　
分
団
長　
　
深
澤
公
一
郎
（
4
）

　
分
団
長　
　
依
田
和
也
（
5
）

　
分
団
長　
　
山
田
昌
志
（
6
）

　
分
団
長　
　
栁
澤
明
仁
（
7
）

　
分
団
長　
　
伊
藤
正
史
（
8
）

大好き
な人を

　この
街を　

みんな
で守ろ

う！

消防団員
募集

入団資格
・町内に在住または勤務する方
・18歳以上で健康な方

　消防団は、火災などの災害
活動をはじめ、応急援護の普
及活動や災害を未然に防ぐた
めの啓発活動など幅広い活動
を行っています。「自分たちの
まちは自分たちで守る」とい
う精神のもと地域に密着した
活動を展開しています。
　そこで平成30年度を目前
にした今、各地域や分団の皆
さんの協力を得て、消防団員
を募集します。あなたも地域
防災の要として活動してみま
せんか。

女性消防団員も募集中 !!

募集要項
募集人員　2名以内
募集期限　2月9日（金）

Q　入団資格はあるの？
A�　富士川町に在住または在勤している方で年齢
18歳以上の健康な方ならどなたでも入団できま
す。
Q　女性団員はどんなことをするの？
A　「火災現場には出動しません !!」
・火災予防の広報啓発
・応急手当の普及
・消防団行事への参画
・高齢者などへの防火教育　など
「女性だからこそできる」ことを念頭に男性団員と
は少し異なる活動をします。
　　　●応募先・お問い合わせ
　　　　防災課　防災担当　☎22－7218
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ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

休
館
の
お
知
ら
せ

　
館
内
改
修
工
事
の
た
め
、
2
月
1

日
（
木
）
か
ら
3
月
31
日
（
土
）（
予

定
）
ま
で
、
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

た
ば
こ
に
関
す
る
講
演
会

　
町
で
は
、
た
ば
こ
に
関
す
る
知
識

を
深
め
る
た
め
の
講
習
会
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
う
方
も
吸
わ
な
い
方

も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
第
1
回
】

◇
日
時　
2
月
3
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

◇
場
所　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
内
容　
た
ば
こ
と「
全
て
の
年
代
」

◇
講
師　
岡
本
ま
さ
子
氏
（
上
野
原

市
立
病
院
医
師
）

【
第
2
回
】

◇
日
時　
2
月
20
日
（
火
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

◇
場
所　

か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン

タ
ー

◇
内
容　
た
ば
こ
と
「
子
ど
も
」

◇
講
師　
山
縣
然
太
郎
氏
（
山
梨
大

学
医
学
部
教
授
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
︱
7
2
0
7

介
護
体
験
発
表
・
講
演
会
の

お
知
ら
せ

　
南
巨
摩
郡
医
師
会
で
は
、「
生
き
生

き
と
暮
ら
す
た
め
に
自
分
の
老
後
と

親
の
介
護
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、

次
の
と
お
り
体
験
発
表
と
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　
2
月
10
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

◇
場
所　
町
民
会
館

◇
対
象
者　
地
域
住
民
の
方
、医
療・

介
護
関
係
者

◇
体
験
発
表
・
講
演
会

「
〜
親
を
看
取
る
〜
富
士
川
町
で
親

を
看
取
り
、
葬
っ
た
体
験
か
ら
チ
ー

ム
ケ
ア
の
可
能
性
を
考
え
る
」

・
講
師　
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
氏
（
高
野

山
大
学
教
授
）

「
ご
本
人
と
家
族
の
意
思
を
尊
重
し
、

医
療
を
提
供
し
て
い
く
〜
幸
せ
な
最

期
と
は
〜
」

・
講
師　
土
地
邦
彦
氏
（
ど
ち
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

◇
対
談　
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
氏
、
土
地

邦
彦
氏
、
芦
澤
敏
氏
（
峡
南
在
宅
医

療
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

◇
申
込
期
限　
1
月
31
日
（
水
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
︱
4
6
1
5

お知らせ

Information

11
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

11/3 青柳5丁目諏訪神社祭典 620 520 40.04 2.9

〃 東親会催し 165 165 12.71 0.9

〃 大椚区民運動会 100 50 3.85 0.3

〃 小林八幡神社祭典 380 300 23.10 1.7

11/4 隆運寺七面大明神大祭 1150 900 69.30 5.0

11/12 第8回甲州富士川まつり 10070 7570 582.89 41.6

11/18 徳林寺鬼子母神祭典 235 195 15.02 1.1

11/18〜19 第19回大柳川やすらぎの里もみじ祭り 1250 600 46.20 3.3

11/19 南アルプスロングライド2017 2850 1650 127.05 9.1

〃 第27回ゆずの里まつり 3250 2900 223.30 16.0

11/25 NPO法人富士川・夢・未来　酒の会 220 150 11.55 0.8

11/26 青柳5丁目福祉健康まつり 200 100 7.70 0.6

〃 氷室の郷ふれあいまつり 1600 1600 123.20 8.8

合計 22,090 16,700 1285.91 92

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
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パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す

▼
民
俗
資
料
館
職
員

◇
募
集
人
数　
1
人

◇
応
募
資
格

・
町
内
在
住
で
概
ね
70
歳
ま
で
の
身

体
健
康
な
方

・
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方

◇
勤
務
先　
民
俗
資
料
館

◇
業
務
内
容　
館
内
・
展
示
物
の
説

明
、
施
設
管
理

◇
勤
務
体
制

・
日
曜
、
水
曜
、
第
2
土
曜

・
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

◇
採
用
日　
4
月
1
日
（
日
）
〜

◇
募
集
期
間

　
2
月
1
日
（
木
）
〜
9
日
（
金
）

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
お
申
し
込
み

　
履
歴
書
を
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。選
考
日
に
つ
い
て
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

▼
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

◇
募
集
人
数　
1
人

◇
応
募
資
格

・
要
普
通
運
転
免
許（
A
T
限
定
可
）

・
保
育
士
資
格
や
教
員
免
許
な
ど
お

持
ち
の
方
（
な
お
可
）

◇
業
務
内
容　
児
童
ク
ラ
ブ
業
務
補

助◇
勤
務
体
制　

1
週
間
に
つ
き
5

日
。
た
だ
し
、
学
校
の
長
期
休
暇
日

と
一
日
開
所
日
に
シ
フ
ト
勤
務
あ
り

◇
採
用
期
間

　
4
月
1
日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日

◇
募
集
期
間

　
2
月
1
日
（
木
）
〜
9
日
（
金
）

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
お
申
し
込
み

　
履
歴
書
、
資
格
を
有
す
る
方
は
資

格
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
を
添
付

し
、
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
選
考
日
に
つ
い
て

は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
8
3
4

▼
水
道
検
針
員

◇
募
集
人
数　
若
干
名

◇
応
募
資
格

・
町
内
在
住
で
概
ね
60
歳
ま
で
の
身

体
健
康
な
方

・
要
普
通
運
転
免
許（
A
T
限
定
可
）

◇
業
務
内
容　
水
道
検
針
業
務

（
毎
月
実
施
、
1
件
に
つ
き
70
円
）

◇
採
用
日　
2
月
26
日
（
月
）
〜

◇
募
集
期
間　
1
月
26
日
（
金
）
〜

2
月
16
日
（
金
）

◇
採
用
期
間

　
4
月
1
日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日

◇
募
集
期
間

　
2
月
1
日
（
木
）
〜
9
日
（
金
）

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
お
申
し
込
み

　
履
歴
書
、
資
格
が
必
要
な
職
種
は

資
格
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
を
添
付

し
、財
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課　
人
事
給
与
担
当

　
☎
22
︱
7
2
0
1

職　　種 募集人員 応募資格等 共通資格

保健師 若干名
【応募資格】�保健師または助産師の資格を有す

る方
【業務内容】保健業務

・�概ね60歳までの
身体健康な方

・要普通運転免許

保育士（保育所） 若干名 【応募資格】保育士資格を有する方
【業務内容】保育士業務

児童館支援員 1人
【応募資格】�保育士資格や教員免許などお持ち

の方（なお可）
【勤務時間】午後 1時〜 7時

町営住宅業務員 1人 【業務内容】�住宅使用料訪問徴収、収納管理、
現場確認、草刈など

・町内在住

・�概ね60歳までの
身体健康な方

・要普通運転免許

簡易水道業務員 1人 【業務内容】�簡易水道業務（施設点検、水質点
検、検針業務、草刈など）

増穂ふるさと自然
塾施設職員 1人 【業務内容】�ふるさと自然塾施設維持管理、自

然プログラム補助など

調理員（学校） 2人 【業務内容】学校給食調理
【勤務地】�鰍沢小学校、増穂小学校　各 1人

土木整備課作業員 1人 【応募資格】�要普通運転免許（AT限定を除く）
【業務内容】道路維持・補修など

非
常
勤
嘱
託
職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
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◇
選
考
方
法　
面
接

◇
お
申
し
込
み

　
履
歴
書
を
上
下
水
道
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
上
水
道
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
4

伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
発
表
会

　
お
こ
と
く
ら
ぶ
・
茶
道
教
室
の
合

同
発
表
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料

◇
日
時　
2
月
24
日
（
土
）

　
午
前
10
時
開
演

◇
場
所　
町
民
会
館

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

第
7
回

　
富
士
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

　
　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

◇
開
催
日　
3
月
18
日
（
日
）

※
雨
天
中
止

◇
日
程

　
午
前
8
時
30
分　
受
付

　
　
　
9
時
00
分　
開
会
式

※
開
会
式
終
了
後　
ス
タ
ー
ト

全
コ
ー
ス
終
了
後　
閉
会
式

◇
会
場

　
富
士
川
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園

◇
参
加
料

　
1
人
5
0
0
円

　
1
家
族
1
，0
0
0
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

◇
種
目

・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
5
㎞
）

※
小
学
3
年
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
3
㎞
、
5
㎞
、

6
・
2
㎞
）

◇
コ
ー
ス　

富
士
川
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
公
園
〜
親
水
公
園

◇
申
込
方
法　
教
育
委
員
会
窓
口
に

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
教
育
委
員
会
内
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
F
A
X
可
）

◇
申
込
締
切　
3
月
9
日
（
金
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

　
F
A
X　
22
―
5
3
9
2

ごみ袋（大）1セット
プレゼント！

　平成29年度富士川町税などの
口座振替利用促進キャンペーン

　町では、町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税の納付に、便利で、納
め忘れのない「口座振替」を4税一緒にお申し込みされることを、お勧めしています。
　キャンペーン期間中、新規に町税などにかかる口座振替のお申し込みをいただいた方
には、富士川町指定ごみ袋「燃えるごみ用（大）」を1セット（20枚）プレゼントしま
す！
　口座振替をされていない方は、ぜひこの機会にお手続きください。

2月1日（木）〜3月20日（火）
※金融機関、郵便局の受付印が期間内のものに限ります。

期間中に、町内の金融機関（銀行・信組・信金・農協・ゆうちょ銀行）の各支店・
局窓口で「口座振替依頼書」を提出し、新規利用申込手続きをされた方。
なお、申込科目は、町県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険
税のみに限らせていただきます。

口座振替依頼書へ必要事項を記入し、預貯金通帳、口座届出印鑑をお持ちのうえ、
町内の金融機関窓口へ直接お申し込みください。
※納入（付）義務者の欄は、各税目の納税義務者の名前となります。納税通知書な
どで確認のうえ、お申し込みください。
（固定資産税で共有名義の場合は「ほか○○名」まで記入）

・プレゼントのごみ袋は、各金融機関窓口での受け取りとなります。
・�すでに口座振替を利用されている方であっても、振替していない税目がある方は
対象となります。
・�口座振替依頼書は、町内の各金融機関窓口、または役場税務課窓口にあります。
詳しくは依頼書裏面をご覧ください。

●お問い合わせ　税務課　徴収担当　☎22−7205

ごみ袋（大）1セット
プレゼント！

キャンペーン期間

対 象 者

口座振替の申込方法

そ の 他

平成 30. 2 月号　No.95（14）



100歳の誕生日
おめでとうございます

母子保健事業功労者表彰を受賞
　町愛育会の秋山眞
澄さん（最勝寺）が、
平成 29 年度母子保
健事業功労者表彰
（健やか親子21全国
大会における恩賜財
団母子愛育会会長表
彰）を受賞しました。
　これは、多年にわ
たり愛育会活動に従
事し、地域に根差し
た活動を推進された
功績が認められたも
のです。

　1月 1日、市川ミ
セさん（青柳町）が、
めでたく 100 歳の
誕生日を迎えられま
した。大きな病気は
したことがないとい
う市川さん。これか
らも元気で長生きし
てください。

ダイヤモンド富士の初日の出に歓声

県弁護士会と災害協定締結

　髙下地区では、元旦早朝、富士山の山頂から日が昇
る「ダイヤモンド富士」の初日の出を拝もうと県内外
から多くの参拝者が訪れました。山頂からゆっくりと
太陽が昇ると、一斉に歓声が上がり、光り輝く初日の
出を拝みました。

　町と県弁護士会（堀内寿人会長）は、「大規模災害時
における法律相談業務に関する協定」を締結しました。
この協定は、地震など大規模な災害が発生した際、町
の要請により、被災者のための無料の法律相談会を開
催するものです。

町軽スポーツ教室

フラバールバレーボール体験教室
参加
無料

　フラバールバレーボールとは、バレーボールとテニスをあわせたようなルールで楕円形のボールを
使用する軽スポーツです。不規則なバウンドをするので何が起こるか予測できません。
　皆さんで楽しめますのでぜひご参加ください。

【日　時】　2月23日（金）　午後7時30分〜9時（受け付け午後7時〜）
【場　所】　町民体育館アリーナ
【その他】　運動のできる服装・体育館履き・タオル・飲み物
【講　師】　町スポーツ推進委員協議会

●お申し込み・お問い合わせ　　※2月13日（火）までに、お申し込みください。
　生涯学習課　社会体育担当（町スポーツ推進委員協議会事務局）
　☎22−5361　FAX 22−5392
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講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で

は
、「
ぴ
ゅ
あ
峡
南　
出
前
講
座
」を

活
用
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　
人
口
減
と
人
情
減

〜
国
家
と
行
政
・
家
族
の
あ
り
方
〜

　
大
き
な
社
会
・
地
域
課
題
と
し
て

の
人
口
減・人
情
減
を
考
え
な
が
ら
、

大
き
な
単
位
と
し
て
の
国
や
行
政
、

最
小
単
位
で
の
家
族
の
中
で
の
男
女

共
同
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

◇
日
時　
2
月
25
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

◇
場
所　
町
民
会
館　
ホ
ー
ル

◇
講
師　
小
林
是
綱
（
ぜ
こ
う
）
氏

・
中
が
汚
れ
た
ビ
ン
類
、
蛍
光
管
、

陶
器
、ガ
ラ
ス
類
、化
粧
品
の
ビ
ン
、

物
干
し
用
洗
濯
ば
さ
み
、
電
池

→
町
の
荷
札
を
付
け
た
コ
ン
テ
ナ
な

ど
に
入
れ
て
、「
電
池
・
蛍
光
管
・
ガ

ラ
ス
・
陶
器
」
の
収
集
日
に
『
ご
み

収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
電
池
は
、
透
明
の
袋
に
入
れ
て
か

ら
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ふ
た
や
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
ま
ま
の

ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

→
ふ
た
と
ラ
ベ
ル
は
必
ず
外
し
て

『
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
農
薬
の
ビ
ン

→
購
入
し
た
業
者
に
処
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

・
フ
ラ
イ
パ
ン
や
鍋
、
汚
れ
が
ひ
ど

い
缶
な
ど
の
金
物
類

→
「
金
物
類
」
の
収
集
日
に
『
ご
み

収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
穴
が
開
い
て
い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶

→
必
ず
2
か
所
以
上
に
穴
を
あ
け

て
、『
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
12
月
26
日
（
火
）、
町
長
は
、
ふ
じ

か
わ
協
業
組
合
と
と
も
に
、
町
内
の

ご
み
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
ご

み
の
集
積
所
を
回
り
、
可
燃
ご
み
の

収
集
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
長
は
、
生
ご
み
の
水
分
が
多
い

こ
と
や
、
農
作
物
が
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
改
め
て
皆

さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
点

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
生
ご
み
は
、
し
っ
か
り
と
水
分
を

切
っ
て
か
ら
出
す
こ
と
で
、
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、「
堆

肥
」
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク

ル
可
能
な
資
源
ご
み
の
再
資
源
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
町
内
に
は

1
1
5
か
所
2
3
9
基
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
で
は
「
収
集
で
き

な
い
品
目
が
出
さ
れ
て
い
る
」
な
ど

の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
収
集
で
き
な
い
品
目
と
そ

の
処
理
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

環境担当です
こんにちは！

・
山
梨
県
立
図
書
館
司
書
を
経

て
、
石
和
町
立
図
書
館
、
大
泉

村　
金
田
一
春
彦
こ
と
ば
の
資

料
館
の
初
代
館
長
に
就
任
。

・
日
本
で
初
め
て
、
図
書
館
で

の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
自
動
貸

出
、
L
M
O
（
他
図
書
館
と
の

蔵
書
検
索
・
相
互
貸
借
な
ど
を

可
能
に
し
た
シ
ス
テ
ム
）
の
導

入
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
図
書

館
開
設
を
手
掛
け
る
。

・
テ
レ
ビ
山
梨
「
ウ
ッ
テ
ィ
な

木
曜
日
」
な
ど
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
に
出
演
。

・
N
P
O
法
人
地
域
資
料
デ
ジ

タ
ル
化
研
究
会　
理
事
長

・
山
中
湖
情
報
創
造
館　
館
長

・
県
教き

ょ
う

誨か
い

師し

会　
会
長

・
常
徳
寺　
庵
主

講師　小林是綱氏

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

収
集
で
き
な
い
も
の
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

ぴゅあ峡南
出前講座のお知らせ

富士川町
男女共同参画推進委員会

町民生活課　生活環境担当　☎22−7209
Vol.16

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

収
集
で
き
な
い
も
の
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

参加料は無料です。
お気軽に
ご来場ください！

収
集
で
き
な
い
品
目
と
そ
の

処
理
方
法

町
長
が

　
年
末
の
可
燃
ご
み

収
集
作
業
に
参
加
！
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新
し
い
情
報
（
体
験
）
が
脳
に
保

存
さ
れ
、
そ
の
情
報
が
再
生
さ
れ
る

こ
と
を
記
憶
と
言
い
ま
す
。

　
目
や
耳
が
捕
ら
え
た
た
く
さ
ん
の

情
報
の
中
か
ら
、
関
心
の
あ
る
も
の

を
一
時
的
に
捕
ら
え
て
お
く
器
官
で

あ
る
海
馬
（
か
い
ば
）
を
「
イ
ソ
ギ

ン
チ
ャ
ク
」
に
、
重
要
な
情
報
を
頭

の
中
に
長
期
保
存
す
る
機
能
を
「
記

憶
の
壺
」
と
例
え
、
記
憶
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
認
知
症
に
お
け
る
記
憶
障
害

を
説
明
し
ま
す
。
※
下
図
参
照

　
若
い
と
き
は
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

は
活
発
に
動
い
て
た
く
さ
ん
の
情
報

を
つ
か
み
、
大
切
な
情
報
を
記
憶
の

壺
に
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
必
要
な

と
き
に
、
必
要
な
情
報
を
素
早
く
取

り
出
し
ま
す
。

　
年
を
取
る
と
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

も
少
な
く
な
り
、
情
報
を
つ
か
み
に

く
く
記
憶
の
壺
に
入
れ
る
の
も
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
何
度
か
繰
り
返

す
う
ち
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
認
知
症
に
な
る
と
、
イ

ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
、
大
切
な
情
報
を
記
憶
の
壺
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
今
聞
い
た
こ
と
も
覚
え
て
お
く

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
進
む
と
、
記
憶
の
壺
自
体

が
上
か
ら
壊
れ
て
い
く
た
め
、
最
近

の
こ
と
か
ら
記
憶
が
消
え
て
い
き
ま

す
。
認
知
症
の
方
が
最
近
の
こ
と
は

忘
れ
て
い
る
の
に
、
昔
の
記
憶
は

残
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
認
知
症
に

よ
る
物
忘
れ
の
違
い
は
、「
体
験
し
た

こ
と
の
一
部
を
忘
れ
て
い
る
か
、
全

部
を
忘
れ
て
い
る
か
」
で
す
。
例
え

ば
、「
食
事
の
内
容
」を
忘
れ
る
場
合

は
加
齢
に
よ
る
も
の
、「
食
事
し
た
こ

と
」
を
忘
れ
る
場
合
は
認
知
症
に
よ

る
物
忘
れ
で
す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
す
べ
て
を
忘

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報

が
海
馬
に
入
る
際
の
感
情
は
比
較
的

保
た
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
験
は

忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
そ
の
時
の
気

分
は
覚
え
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
に
と
っ
て
は
、
常
に

「
初
め
て
」の
出
来
事
の
連
続
で
、不

安
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
周
り

が
安
心
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ

る
こ
と
で
、「
こ
こ
に
い
て
い
い
ん

だ
」
と
思
え
ま
す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
町
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

［12月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

旧増穂西小学校分筆測量業務委託 平 林 1,850,000 ㈲グローバルエンジニア

富士川町学校給食センター用地測量調査業務委託 小 林 3,350,000 ㈱ケイ・データエンジニア

旧増穂西小学校電気設備改修工事 平 林 4,370,000 ㈱ 大 成 電 気

旧増穂西小学校給水管布設工事 平 林 1,100,000 ㈱ 大 久 保 管 工

町内小中学校 ICT 機器賃貸借に係る物品指定 富 士 川 町 18,980,000 ㈱ Y S K  e - c o m

町内小中学校 ICT 機器購入 富 士 川 町 4,510,000 ㈱ Y S K  e - c o m

大法師公園桜植栽工事 鰍 沢 1,850,000 ㈲ 荻 野 造 園

最勝寺 1624 番地先地下式消火栓設置工事 最 勝 寺 770,000 高 橋 商 事 ㈲

下水道工事に伴う舗装復旧工事 最 勝 寺 10,480,000 ㈱ 早 野 組

町道利根川添 1 号線舗装打換工事 長 澤 5,600,000 ㈱ 中 村 建 設

町内路線舗装打換工事 富 士 川 町 3,780,000 高 野 工 業 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

今月は福祉保健課
小林保健師が担当です

健
康
い
き
い
き
情
報

〜
認
知
症
へ
の
理
解

「
物
忘
れ
」
に
つ
い
て
〜

記憶のメカニズム
と認知症における
記憶障害

「
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
」
と

「
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
」
の
違
い

正常な老化
（覚えるのに手間がかかる）

進行すると
（覚えていたことを忘れる）

認知症
（覚えられない）

若いとき

イソギンチャク（海馬）

記憶の壺
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【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

ス
イ
ー
ツ
ク
ラ
シ
ッ
ク

V
ol.14

　
音
楽
ホ
ー
ル
で
の
本
格
的
な
環
境

で
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
開
催
日　
3
月
18
日
（
日
）

◇
開
催
時
間　
午
後
2
時
開
演

◇
コ
ン
サ
ー
ト　
午
後
2
時
〜
3
時

　
ホ
ー
ル
（
客
席
で
の
鑑
賞
）

◇
ス
イ
ー
ツ
タ
イ
ム

　
午
後
3
時
〜
4
時

　
1
階
ロ
ビ
ー
フ
ー
ド
コ
ー
ト

　
※
抹
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
の

提
供
と
な
り
ま
す
。

◇
入
場
料

・
ス
イ
ー
ツ
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
券

　
1
，5
0
0
円　
限
定
80
枚

・
コ
ン
サ
ー
ト
券
の
み

　
1
，0
0
0
円

◇
演
奏
曲

・
G
・
フ
ォ
ー
レ
：
ピ
ア
ノ
五
重
奏

曲
第
1
番
第
一
楽
章

・
F
・
レ
ハ
ー
ル
：
喜
歌
劇　

メ

リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
よ
り
「
と
ざ
し
た

口
に
」（
メ
リ
ー・ウ
ィ
ド
ウ
の
ワ
ル

ツ
）

・
R
・
ジ
ー
ツ
ィ
ン
ス
キ
ー
：

「
ウ
ィ
ー
ン
、
我
が
夢
の
街
」

・
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
：
動
物
の
謝
肉

祭
よ
り
「
白
鳥
」

・
春
の
歌
特
集　
ほ
か

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
Mail  info@fbkh.jp

富士川町・身延町・南部町　合同イベント

30、40代
中心 婚活パーティー開催！

♡開催日時　2月18日（日）午前11時〜
♡開催場所　山梨グランドホテル（中央市山之神 3616－4）
♡募集人数　30、40代くらいの独身男女各5〜20人程度
※男性は抽選、女性は先着順。応募状況により人数調整有り。
♡参 加 費（ビュッフェ＆ソフトドリンク代込み）
・男性5,500円（町内、身延町在住者3,500円）
・女性5,500円（町内、身延町在住者3,500円）
♡服　　装　�スマートカジュアル（ジーンズ、スニーカーな

どの軽装は控えてください）
♡申込方法　メールにて次のとおり、お申し込みください。
〈件名〉「18日婚活参加申込み」
〈本文〉①氏名　②生年月日　③お住まいの市町村
④携帯電話番号　⑤メールアドレス
〈送信先〉山梨恋活コミュニティ
　wincere2013@gmail.com

いつもとは一味違う…
　ちょっとオシャレな出会いへ…

●お問い合わせ
　山梨恋活コミュニティ　☎090−4597−9915
　政策秘書課　秘書担当　☎22−7216

　

中
村
雅
俊
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

「O
N
 and O

N

」の
チ
ケ
ッ
ト
は
、

完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
30
年
7
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日　
2
月
1
日
（
木
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
以
降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール

チ
ケ
ッ
ト
完
売
の
お
知
ら
せ

〜当日の流れ〜
午前 10時 30分	 受付開始
　　11時 00分	 スタート
　　11時 20分	 1 対 1自己紹介タイム
午後   0 時 50 分	 ビュッフェスタート
	 ※席替え有り♡
　　   2 時 30 分	 好印象チェック
　　   2 時 50 分	 フリートーク、連絡先交換タイム
　　   3 時 20 分	 終了予定

「スタインウェイ」を弾こう♪
　ピアノの最高峰スタインウェイを弾い
てみませんか。

◇利用料　30分1,080円
◇対　象　小学生以上（小学生は
　　　　　保護者の同伴が必要です）
※事前の申し込みが必要です。
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　 蔵書点検（休館）
3月 1日（木）〜3月7日（水）

税金は納期限内に納めましょう !!
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします

〜 12月は捜索 1件、差押え 11 件を実施〜
滞納処分等の件数　【期間：H29.4.1〜12.31】� ［単位：件 ※（　）内は12月増加分］

財産差押　計142（＋11）
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険・共済 その他
119（＋9） 15（＋2） 8（0） 4（＋1） 4（0） 0（0）

【一般書】
『私の頭が正常であったなら』山白朝子著
『続　太閤私記』花村萬月著　『しょったれ半蔵』谷津矢車著
『俳句、やめられません』岸本葉子著
『ナイス・エイジ』鴻池留衣著
『刑事の怒り』薬丸岳著　『海亀たち』加藤秀行著
『光点』山岡ミヤ著　『焔（ホノオ）』星野智幸著
『小説禁止令に賛同する』いとうせいこう著
『モモコとうさぎ』大島真寿美著
『エンディング・パラダイス』佐江衆一著

【児童書】
『子どもにウケる　将棋超入門』
『うちゅうは　きみのすぐそばに』福音館科学シリーズ
『看護師すてきな 3K』『にゃんにゃん』
『まめまきバス』『おにさんばなし』

新刊案内

春よ来い！ 早く来い！

『はじめてのプログラミング』
『遊べる！わかる！みんなのプログラ
ミング入門』
『小学生でもわかるプログラミングの
世界』
『ローリーとふしぎな国の物語』（PC
がなくても勉強できます）
『ルビィのぼうけん』　他

〜 2020 年から
小学校で必修化〜

　 蔵書点検（休館）
3月 1日（木）〜3月7日（水）

よろしくお願いします。

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　30 万円　河西孝宗様（𣇃米）
　「亡父　榮三郎様のご遺志により町の振興のために」
災害用炊出しセット（20 万円相当）
　　　    　　　中部ライフエナジー㈱様（最勝寺）
　「町の防災のために」

戸籍の窓
自 12 月 1 日　至 12 月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	最　勝　寺	 佐藤　千紘	（ちひろ）	 女	 史　弥
	小　　　林	 中澤　　蘭	（ら　ん）	 女	 亮
	長　　　 	 鴨狩　柊真	（とうま）	 男	 忍
	 〃	 大柴　一止	（いちと）	 男	 正　也
	天 神 中 條	 長澤　彩羽	（いろは）	 女	 奏　太

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 保坂かず子	 91	 茂
	𣇃　　　米	 加賀美　勇	 66	 昇
	 〃	 相川　正己	 59	 志 津 子
	長　　　 	 髙橋　公子	 82	 明　　仁
	 〃	 齊藤　朝子	 88	 清
	大　　　椚	 仙洞田　一	 75	 光　　彦
	青　柳　町	 中込　　榮	 87	 よ 子
	 〃	 中込　定子	 93	 和　　隆
	 〃	 渡邊　　 	 83	 暁
	 〃	 小河内きのゑ	 96	 近　　男
	 〃	 廣川 代	 91	 山形繁巳
	 〃	 依田　清美	 44	 欽　　道
	 〃	 芦澤　恒雄	 92	 久
	鰍　沢　中	 相田 み 	 87	 武
	 〃	 中込　芳正	 94	 逸　　郎
	 〃	 名取　久子	 89	 義　　仁
	中　　　部	 依田　善民	 97	 謹　　一

ひとのうごき（ 1月 1日現在）

人　口	 15,462 人	 （− 21）
　男	 7,532 人	 （− 11）
　女	 7,930 人	 （− 10）
世帯数	 6,314 戸	 （− 15）	 ※ (　) 内は対前月比

やってみよう！
親子で
プログラミング

予　　告
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市川　洸
こう
騎
き

くん・渓
けい
騎
き

くん（右）
（平成 23年 7月・平成 26年 3月・長澤）

父　健太さん・母　めぐみさん

　いつも元気いっぱいで、毎日兄弟ゲ
ンカばかりしてるけど、心の優しい器
の大きい頼れる男の子になってね。
　パパもママも 2人が大好きです♡

4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

佐野　羽
わ
紅
く

くん
（平成 27年 8月・長澤）
父　達哉さん・母　裕子さん

詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

杉田　一
て
位
ん

くん
（平成 27年 10月・青柳町）
父　光司さん・母　裕美さん

　大好きな新幹線を初めて見
たときのてんくん！新幹線に
も乗ったりして楽しかったね♪

　車大好きブロック大好き♡甘え
ん坊のわく。最近おしゃべりが上
手になったり、お姉ちゃんたちと
のごっこ遊びにも仲間入りできて
嬉しいね。わくわくニコニコ元気
に大きくな〜れ！

山形　知
ち

愛
な

ちゃん　6歳（小林）

やさしい赤
あか

鬼
おに

さんだよ♪

　

鬼お
に

の
お
面め

ん

を
作つ

く

り
ま
し
た
。
紙か

み

が
固か

た

く

て
丸ま

る

く
切き

る
の
が
難む

ず
かし

か
っ
た
で
す
。

　

赤あ
か

鬼お
に

さ
ん
な
の
で
、
鼻は

な

と
角つ

の

は
緑み

ど
りに

し

て
み
ま
し
た
☆
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